
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４５２２．搬出確認登録（一般） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務コード 業務名 

ＯＵＴ１１ 搬出確認登録（一般）呼出し 

ＯＵＴ 搬出確認登録（一般） 
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１．業務概要 

保税蔵置場または他所蔵置場所に蔵置されている貨物の搬出を行う。 

（１）「搬出確認登録（一般）呼出し（ＯＵＴ１１）」業務の場合 

保税運送情報から搬出確認を行うＡＷＢ番号を呼び出す。 

（２）「搬出確認登録（一般）（ＯＵＴ）」業務の場合 

蔵置場所から搬出口への搬送指示情報及び蔵置料の請求書・領収書・計算書情報の作成等を行う。 

なお、本業務により取消しを行うことができる。 

 

２．入力者 

税関＊１、航空会社、通関業＊１、機用品業、混載業＊１、保税蔵置場 

（＊１）他所蔵置許可貨物の搬出の場合のみ 

 

３．制限事項 

１業務で入力可能なＡＷＢ件数は、最大１２件とする。 

 

４．入力条件 

（１）ＯＵＴ１１業務の場合 

（Ａ）入力者チェック 

システムに登録されている利用者であること。 

（Ｂ）入力項目チェック 

（ａ）単項目チェック 

「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。 

（ｂ）項目間関連チェック 

なし。 

（Ｃ）保税運送申告ＤＢチェック 

①入力された保税運送申告番号、個別運送管理番号、特定保税運送番号、または移動情報番号（以降、

保税運送申告番号等という。）に対する保税運送申告情報が保税運送申告ＤＢに存在すること。 

②運送種別が一般運送、総合保税地域内運送、または検疫の経由運送であること。 

③保税運送承認済であること。 

④「保税運送申告（承認）変更（ＣＯＴ）」業務により訂正が行われた場合は、訂正承認済であること。 

⑤ＣＯＴ業務または「保税運送申告審査終了（ＣＥＴ）」業務により取消しが行われていないこと。 

⑥発送場所が他所蔵置場所以外の場合、入力者は保税蔵置場、航空会社、機用品業のいずれかで、か

つ入力者が管理する保税蔵置場であること。 

（Ｄ）輸入貨物情報ＤＢチェック 

保税運送申告ＤＢに以下の全ての条件を満たすＡＷＢ番号が１件以上存在すること。 

①輸入貨物情報ＤＢに存在すること。 

②搬出済みでないこと。 

③発送場所が他所蔵置場所の場合、以下のいずれかの条件を満たすこと。 

・入力者が税関であること。 

・入力者が税関以外の場合、他所蔵置許可申請者であること。 

（２）ＯＵＴ業務の場合 

（Ａ）入力者チェック 

①システムに登録されている利用者であること。 

②入力者が税関の場合は、他所蔵置場所に蔵置されていること。 

③入力者が税関以外の場合で、他所蔵置場所からの搬出の場合は、他所蔵置許可申請者であるこ
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と。 

④入力者が保税蔵置場、航空会社、機用品業で保税蔵置場からの搬出の場合は、入力者が管理する

保税蔵置場に蔵置されていること。 

⑤入力者の管理する保税蔵置場が「混載貨物確認情報登録（ＨＰＫ）」業務を不要として登録されて

いないこと。 

（Ｂ）入力項目チェック 

（ａ）単項目チェック 

「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。 

（ｂ）項目間関連チェック 

「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。 

（Ｃ）輸入貨物情報ＤＢチェック 

（ａ）搬出確認情報登録の場合 

＜Ａ＞入力されたＡＷＢ番号に対する輸入貨物情報が輸入貨物情報ＤＢに存在すること。 

＜Ｂ＞蔵置総個数が存在すること。 

＜Ｃ＞「貨物取扱登録（改装・仕分）（ＣＨＳ）」業務により仕分けられた仕分け親でないこと。ただし、

スプリット情報仕分けの仕分け親の場合は除く。 

＜Ｄ＞搬出元の保税蔵置場に蔵置されている貨物に対して、税関届出を必要とする事故情報がある場合

は、「許可・承認等情報登録（輸入保税）（ＰＣＨ）」業務により事故確認が行われていること。 

＜Ｅ＞到着即時輸入申告扱いで輸入許可となった貨物で、到着個数の合計が許可個数に満たない場合は、

スプリット情報仕分けの仕分け子であること。 

＜Ｆ＞以下のいずれかの搬出条件を満たすこと。 

①「保税運送申告（一般）（ＯＬＴ）」業務を行い保税運送承認されている、ＯＬＴ業務により包

括保税運送承認に係る個別運送または特定保税運送の対象となっている、または「貨物移動情

報登録（ＫＡＭ）」業務により総合保税地域内における貨物移動登録が行われていること。ただ

し、保税運送承認後の訂正を行った場合は、訂正後の承認がされていること。 

②輸入申告等の許可・承認が行われていること。＊２ 

③「機用品蔵入承認申請（ＣＴＣ）」業務により機用品蔵入承認（運送兼用）がされていること。 

④「許可・承認等情報登録（輸入保税）（ＰＣＨ）」業務により以下のいずれかの登録が行われて

いること。 

「廃棄届受理」 

「滅却承認」 

「税関内収容」 

「保税運送承認」 

「登録情報削除容認」 

⑤「許可・承認等情報登録（輸入通関）（ＰＡＩ）」業務により許可・承認登録が行われているこ

と。＊２ 

⑥「許可・承認等情報登録（監視）（ＰＡＫ）」業務により以下のいずれかの登録が行われている

こと。 

「外貨機用品積込承認（個別）」 

「外貨船用品積込承認」 

「別送品輸入許可」 

（＊２）入力者の管理する保税蔵置場が本業務を不要として登録されている場合は、エラーとす

る。ただし、輸入申告等の許可・承認の場合で、運送兼用の場合はエラーとしない。 

＜Ｇ＞「輸出貨物取扱登録（仕分け）（ＡＨＳ）」業務により仕分けられた仕分け親でないこと。 
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＜Ｈ＞「輸出貨物取扱登録（仕合せ）（ＡＨＴ）」業務により仕合せされた仕合せ親でないこと。 

＜Ｉ＞ＰＣＨ業務により以下の登録が行われていないこと。 

「現場収容」 

「貨物の移動差止」（「保税運送申告審査終了（ＣＥＴ）」業務でＳＴＰ搬出承認の旨が入力され

た場合を除く） 

「貨物手作業移行」 

「亡失届受理」 

＜Ｊ＞貨物取扱許可申請中または見本持出許可申請中でないこと。 

（ｂ）搬出確認情報取消しの場合 

＜Ａ＞入力されたＡＷＢ番号に対する輸入貨物情報が輸入貨物情報ＤＢに存在すること。 

＜Ｂ＞本業務により搬出確認がされていること。 

＜Ｃ＞保税運送承認された貨物、包括保税運送承認に係る個別運送情報の登録がされた貨物、特定保税

運送情報の登録がされた貨物、または貨物移動情報の登録がされた貨物の場合は、運送先におい

て「搬入確認登録（システム対象内保税運送）（ＢＩＮ）」業務または「混載貨物確認情報登録（Ｈ

ＰＫ）」業務が行われていないこと。 

＜Ｄ＞到着即時輸入申告扱いの予備申告（航空貨物の集積場所で貨物を引き取る場合）（Ｓ申告）の本申

告起動がされていないこと。 

 

５．処理内容 

（１）ＯＵＴ１１業務の場合 

（Ａ）入力チェック処理 

前述の入力条件に合致するかチェックし、合致した場合は正常終了とし、処理結果コードに「０００

００－００００－００００」を設定の上、以降の処理を行う。 

合致しなかった場合はエラーとし、処理結果コードに「０００００－００００－００００」以外の

コードを設定の上、処理結果通知の出力を行う。（エラー内容については「処理結果コード一覧」を

参照。） 

（Ｂ）ＡＷＢ情報抽出処理 

前述のチェック条件に合致するＡＷＢ番号を抽出する。 

（Ｃ）出力情報出力処理 

後述の出力情報出力処理を行う。出力項目については「出力項目表」を参照。 

（Ｄ）注意喚起メッセージ出力処理 

登録を行うには再送信が必要な旨を注意喚起メッセージとして出力する。 

（２）ＯＵＴ業務の場合 

（Ａ）入力チェック処理 

前述の入力条件に合致するかチェックし、合致した場合は正常終了とし、処理結果コードに「０００

００－００００－００００」を設定の上、以降の処理を行う。 

合致しなかった場合はエラーとし、処理結果コードに「０００００－００００－００００」以外のコ

ードを設定の上、処理結果通知の出力を行う。（エラー内容については「処理結果コード一覧」を参照。） 

（Ｂ）蔵置料計算処理 

別紙Ｌ０３「蔵置料計算処理」を参照。 

（Ｃ）輸入貨物情報ＤＢ処理 

（ａ）搬出確認情報登録の場合 

＜Ａ＞蔵置総個数を減算する。 

＜Ｂ＞搬出年月日及び搬出時刻を登録する。 

＜Ｃ＞以下の場合を除いて、削除表示を設定する。 
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・運送先がシステム内である（併せ運送を除く） 

・保税運送承認（包括保税運送承認に係る個別運送または特定保税運送を除く）でかつ運送先がシ

ステム外である 

・機用品蔵入承認である 

＜Ｄ＞以下の場合は、運送中表示を設定する。 

・運送先がシステム内である（併せ運送を除く） 

・保税運送承認（包括保税運送承認に係る個別運送または特定保税運送を除く）でかつ運送先がシ

ステム外である 

・機用品蔵入承認である 

＜Ｅ＞本申告自動起動処理 

（ア）ＡＷＢの自動起動 

到着即時輸入申告扱いの予備申告（航空貨物の集積場所で貨物を引き取る場合）（Ｓ申告）の登

録がされていて、以下の条件を満たした場合は、入力されたＡＷＢに対する本申告（輸入申告、

蔵入・移入・総保入・展示等承認申請）が起動される。 

①スプリット貨物でないこと。 

②通関予定蔵置場所と搬出先の保税蔵置場が同一であること。 

（イ）ＨＡＷＢの自動起動 

ＡＷＢに混載貨物の旨の登録がある場合は、前述のＡＷＢの自動起動の条件を満たし、「ＨＡＷ

Ｂ情報登録（輸入）（ＨＣＨ０１）」業務が本業務以前に行われた場合に、配下のＨＡＷＢに対す

る本申告（輸入申告、蔵入・移入・総保入・展示等承認申請）が自動起動される。 

ただし、入力されたＡＷＢに「ＵＬＤ引取情報登録（ＵＤＡ）」業務実施済みの旨が登録されて

いる場合は、配下のＨＡＷＢに対して予備申告（本申告自動起動）（Ｚ申告）を行う旨に変更する。 

（ｂ）搬出確認情報取消しの場合 

①搬出した旨を取り消す。 

②削除表示を取り消す。 

（Ｄ）出力情報出力処理 

後述の出力情報出力処理を行う。出力項目については「出力項目表」を参照。 

（Ｅ）注意喚起メッセージ出力処理 

（ａ）以下のすべての条件に合致し、入力された搬出時刻が登録されている突合時刻より過去の時刻である

場合に注意喚起メッセージとして処理結果通知に出力する。なお、発送地に対し、複数の到着便情報

が登録されている貨物の場合は、登録されている突合時刻の中で最も古い突合時刻より過去の時刻で

ある場合に注意喚起メッセージとして処理結果通知に出力する。 

・発送地に対する搬入情報が登録されていない。 

・入力された搬出年月日が、登録されている突合年月日と同日である。 

・搬出時刻が入力されている。 

・突合時刻が登録されている。 

（ｂ）以下のすべての条件に合致し、入力された搬出時刻が登録されている搬入時刻より過去の時刻である

場合に注意喚起メッセージとして処理結果通知に出力する。なお、発送地に対し、複数の搬入情報が

登録されている貨物の場合は、登録されている搬入時刻の中で最も古い搬入時刻より過去の時刻であ

る場合に注意喚起メッセージとして処理結果通知に出力する。 

・発送地に対する搬入情報が登録されている。 

・入力された搬出年月日が、登録されている搬入年月日と同日である。 

・搬出時刻が入力されている。 

・搬入時刻が登録されている。 
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６．出力情報 

（１）ＯＵＴ１１業務の場合 

情報名 出力条件 出力先 

処理結果通知 なし 入力者 

搬出確認登録（一般）呼

出し結果情報 

なし 入力者 

 

（２）ＯＵＴ業務の場合 

情報名 出力条件 出力先 

処理結果通知 なし 入力者 

搬出確認登録（一般）結

果情報 

なし 入力者 

搬出情報 以下の条件をすべて満たすとき、出力する 

（１）登録である 

（２）システムに搬出情報を出力する旨が登録

されている 

入力者 

請求書・領収書・計算書

情報 

以下の条件をすべて満たすとき、出力する 

（１）登録である 

（２）システムに請求書・領収書・計算書情報を

出力する旨の登録がされている 

（３）ＵＬＤでない 

（４）蔵置料計算処理結果がゼロでない 

ただし、ゼロの請求書・領収書・計算書

情報を出力する旨の登録がされている場

合は除く 

（５）検疫の経由運送またはＰＣＨ業務による保

税運送承認の場合で発送場所と運送先が同

一でない。 

入力者 

搬送指示情報（輸入）Ａ 以下の条件をすべて満たすとき、出力する 

（１）登録である 

（２）システムに搬送指示情報を出力する旨の登

録がされている 

（３）ＲＳＶ業務により搬送指示情報作成済の旨

が登録されていない 

（４）他所蔵置場所からの搬出でない 

入力者 

搬出依頼情報 以下の条件をすべて満たすとき、出力する 

（１）登録である 

（２）システムに搬出依頼情報を作成する旨の

登録がされている 

入力者 

他所蔵置搬出確認情報

（輸入） 

他所蔵置場所からの搬出を行った場合 他所蔵置場所の管轄税

関 

（保税担当部門） 

他所蔵置搬出取消確認

情報（輸入） 

他所蔵置場所からの搬出取消しを行った場合 他所蔵置場所の管轄税

関 

（保税担当部門） 

 

７．特記事項 

ＵＤＡ業務実施済みの旨が登録されているＡＷＢの場合は、ＵＬＤインタクト貨物及びバラ貨物それぞれ

に対し蔵置料計算処理を行う。 


